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第

60

回
の
全
国
集
会
実
行
委
員
長
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
田
中
浩
司
で

す
。 コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
、
対
面
形
式
で
の
集
会
開
催
が
難
し
く
な
り
、
前
回
の
京
都W

e
b

集

会
に
引
き
つ
づ
き
、
今
回
の
集
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

東
京
が
急
遽
、
開
催
地
と
し
て
手
を
挙
げ
さ
せ
て
頂
い
た
背
景
に
は
、
保
問
研
で
の
学

び
を
止
め
た
く
な
い
、
と
い
う
私
た
ち
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
保
問
研
は
、
戦
前
・
戦

中
・
戦
後
、
様
々
な
困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
、
保
育
問
題
を
学
ぶ
こ
と
に
魅
力
を
感
じ

た
多
く
の
人
々
が
集
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国
集
会
は
そ
の
集
大
成
で
あ
り
、
ど
ん
な
状
況

で
も
学
び
続
け
る
と
い
う
私
た
ち
の
覚
悟
の
表
れ
と
い
え
ま
す
。
集
会
テ
ー
マ
「
保
問
研

の
原
点 

学
び
を
止
め
な
い
」
は
、
こ
う
し
た
私
た
ち
の
思
い
を
込
め
た
も
の
で
す
。 

コ
ロ
ナ
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
間
に
も
、
社
会
で
は
様
々
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

学
術
会
議
の
任
命
問
題
は
、
権
力
に
よ
っ
て
「
知
」
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
現
代
を
象
徴
す

る
も
の
で
す
。
戦
前
・
戦
中
に
か
け
て
、「
学
ぶ
」
こ
と
の
自
由
が
奪
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
起
き
た
の
か
を
考
え
る
と
、
一
見
す
る
と
保
育
と
の
つ
な
が
り
が
見
え
づ
ら
い
問

題
に
も
、
私
た
ち
は
敏
感
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
の

よ
う
に
起
き
る
大
規
模
な
自
然
災
害
、
そ
し
て
未
だ
収
束
が
見
え
な
い
福
島
の
原
発
事

故
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
そ
の
実
態
が
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
す
っ
か
り
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
保
問
研
と
は
、
こ
う
し
た
社
会
の
現
実
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
上
で
、
子
ど
も

や
保
護
者
と
向
き
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
や
面
白
さ
を
語
り
あ
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な

場
で
す
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
こ
と
も
多
々
あ
る
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
こ
の
困
難
な
時
期
を
乗
り
越
え
た
先
に
は
、
ま
た
「
お
疲
れ
さ
ま
で
す
！
」

と
、
集
会
へ
の
道
程
で
声
を
か
け
あ
い
、
顔
と
顔
を
合
わ
せ
て
議
論
で
き
る
日
が
必
ず
き

ま
す
。
こ
う
し
た
全
国
集
会
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
私
た
ち
の
使
命
と
し
て
、
東
京

の
仲
間
と
急
ピ
ッ
チ
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

「
東
京
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
」
と
言
え
な
い
所
が
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

！！

」 

 
 
 
 
 
 

第 60回全国保育問題研究集会 

東京集会（オンライン） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月12（土）、13（日）、20（日） 
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Illustrated by Takashi Inui 



保育問題研究会の原点 学びを止めない 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

                                        

                                        

 

コロナ禍の実行委員会はすべて zoom 
8 月、東京保問研は「来年度全国集会開催地に東京が立

候補する」を議題に書面での臨時総会をもち賛成多数で承

認。9 月の全国代表者会議で承認。会報 10 月号には臨時

総会時に出た様々な意見について東京保問研委員会の回答

が掲載されています。 

 10 月 24 日、第 1 回実行委員会には約 30 名が参加して

リモート会議。保問研集会の特徴は分科会の討論だから、

3 日間の午前 3 時間と午後 3 時間、つまり 6 時間×3 日の

18 時間を使えるように考えました。これなら、提案ひと

つに 1 時間半の討議をしても 12 本の提案が可能です。提

案数によってどうその時間を使うかは各分科会の運営委員

が決めます。 

 zoom で議論できる人数が問題になり、30 窓が限界だろ

うと 

考えています。 

実行委員会の活動と通常の活動 
 東京では 5 月の委員会や部会から可能なところは zoom によるオンラインを始めました。初めは声が出ない、画像が出

ない、フリーズした等々のトラブル、次には発言のタイミング、司会の苦労など試行錯誤。この経験を集会に生かそう

と考えています。若い達人に指導されれば年齢は関係なし。スマホで LINE ができれば大丈夫。  

とはいえ、コロナ禍で会えずに集会準備をするというのは。じつはとてもとても大変。ニュースも集会案内の体裁な

どは全てメール。添付でのやり取りです。一堂に会してやったら早いのにねと嘆きながらも、着々と実行委員会ブレー

ンを中心に準備をしています。 

 これに日常部会活動や会報発行があるので、テンヤワンヤですが。頑張りまーす！ 

メインテーマ 

サブテーマ 
保育問題研究会は、戦前・戦中・戦後そしていかなる災害下おいても仲間が集い、 

学びへの探求心を持ち続け今日で 85 年を迎えました。新型コロナウィルスの脅威 

に晒される今もなおその精神が衰えることは決してありません。今だからこそ保問 

研 85 年の歴史に学び、オンラインであっても人と人とのつながりを再確認し、学 

びを継続していきます。 

 

オンラインでの参加の方法 
 

■集会はすべてオンライン（Web上）で開催 
■オープニングと基調報告は無料公開 

事前申し込みはいりません 

全国保育問題研究協議会ホームページから視聴できます 

■記念講演・特別講座・分科会は有料参加 

事前申し込みが必要です 

 

詳細な日程・時間については現在検討中。 

集会開催案内は 2月に配布予定です。 

Zoomでの実行委員会の様子 

東京保問研の部会を 
オンライン開催します！ 

 現在東京保問研の各部会は、zoom を使用しての

オンラインをメインにして行っています。Zoom の

ログインの練習、ご自身の web 環境の確認、オンラ

インでの参加のイメージが持てるように、全国の会

員の方に部会を公開しています。参加の方法は全国

保問研 HP に記載されています。是非ご参加くださ

い！ 

■生活指導部会 1/15（金） 

■乳児部会 1/18（月）、1/21（木）、2/22（月） 

■文学部会 1/22（金）、2/25（木） 

■身体づくり部会 1/29（金）、2/26（金） 


